
日本銀行の保有国債残高
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30/3月には減額前

（24/6月）と比べて

おおよそ36～39％減少

(注)２兆円程度の買入れを維持した場合

月間の買入れ予定額

①長期金利が急激に上昇する場合には、機動的に、買入れ額の増額等を実施

②国債買入れの基本的な考え方や国債市場の動向等を踏まえ、必要な場合には、金融政策決定会合において、買入れのペースを見直す

① 長期金利は、金融市場において形成されることが基本

② 長期国債の買入れは、国債市場の安定に配慮するための柔軟性を確保しつつ、予見可能な形で行っていくことが適切

➢ こうした考え方のもと、市場機能の改善や市場の安定確保の観点から、長期国債の買入れを以下のとおり運営する

⚫ 2027年３月まで：原則、毎四半期2,000億円程度ずつ減額（従来の減額計画を維持）

⚫ 2027年４月以降：月間２兆円程度の買入れを行う

長期国債の買入れ計画（2026年６月金融政策決定会合）

＜予見可能な形での買入れ＞

＜柔軟性の確保＞
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